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 せんそうちゅう
戦争中の「

そ か い

疎開」って、どんな
く

暮らしだったの 

●
くうしゅう

空襲をのがれて、
しゅうだん

集団でいなかに
そ か い

疎開 

 
いま

今から５５
ねん

年ぐらい
まえ

前の日本は、アメリカなどの
れんごうこく

連合国と
せんそう

戦争をしていました。 

 
しょうわ

昭和１９（１９４４）
ねん

年ごろには、日本の
じょうくう

上空を
まも

守る
せいくうけん

制空権は
うば

奪われ、
に ほ ん

日本
か く ち

各地では、
まいにち

毎日、

アメリカ
ぐん

軍の
ばくげきき

爆撃機による
くうしゅう

空襲がくり
かえ

返され、
こうじょう

工場や
じゅうたく

住宅などはめちゃめちゃにこわさ

れたり、
や

焼かれたりしました。 

 そこで、
と か い

都会の
こ

子どもたちは、
おやもと

親元をはなれて、
ばくげき

爆撃のおそれのないいなかに
そ か い

疎開するこ

とになったのです。
そ か い

疎開は
がっこう

学校ごとに
しゅうだん

集団で
おこな

行われ、お
てら

寺などを
りょう

寮として
か

借り、
いんそつ

引率の
せんせい

先生と
こ

子どもたち（
しょうがく

小学３
ねんせい

年生から６
ねんせい

年生）が
きょうどうせいかつ

共同生活をしました。 

●ひもじく、
くる

苦しかった
そかいせいかつ

疎開生活  

 
せんそう

戦争は
はげ

激しくなる
いっぽう

一方で、
せいかつ

生活に
ひつよう

必要なものは
て

手に
はい

入らなくなりました。
とく

特に、
た

食べるも

のが
きょくたん

極端に
すく

少なくなり、
そかいさき

疎開先で、
こ

子どもたちは、おなかをすかせて、ひもじい
おも

思いをし

ました。 

 
ちょうしょく

朝食 は、おわん
いっぱい

一杯の「おかゆ」です。このおかゆの
なか

中には、お
こめ

米が２０～３０つぶく

らい
およ

泳いでいるようなひどいものでした。
ちゅうしょく

昼食 は、
まいにち

毎日、
べんとうばこ

弁当箱５
ぶん

分の１ぐらいのご
はん

飯に、
うめぼ

梅干しが
い っ こ

一個
はい

入っているだけの「
ひ

日の
まる

丸
べんとう

弁当」です。
こ

子どもたちは、
う め ぼ

梅干しの
たね

種をいつまで

もしゃぶり、
さ い ご

最後には
たね

種をかみくだき、
な か み

中身を
た

食べました。
ゆうしょく

夕食は、ジャガイモなどのに

ものです。イモのつるも
た

食べました。あまりのひもじさに、
みち

道ばたの
ざっそう

雑草を
た

食べて、おなか

をこわしてしまう
こ

子どももいました。  

 このように、
しゅうだんそかい

集団疎開は、
りょうしん

両親からはなれて
く

暮らすさびしさや、
まんぞく

満足に
た

食べられない
くる

苦し

さなどが
つづ

続く、とてもつらいものだったのです。（監修・田代 脩） 

 


